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広域農道
「清津高原線」開通！

広域農道中里区間が開通し、4月25日（火》

開通式が行なわれました。また、募集して

いた中里区間の愛称名が「清津高原線」に

決まりました。
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瓢
逮
が
劉
罎
紹
を

　
　
　
　
　
　
　
　
霞
鰹
っ
て
行
き
ま
す

　
5
月
3
日
㈱
、
ユ
ー
モ
ー
ル
で
「
平

成
12
年
度
成
人
式
」
が
行
な
わ
れ
、

晴
れ
着
や
ス
ー
ツ
を
身
に
ま
と
っ
た

新
成
人
た
ち
で
会
場
は
華
や
か
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
対
象
者
は
8
0
名
（
男
4
6

名
・
女
34
名
）
で
当
日
は
67
名
（
男

37
名
・
女
3
0
名
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
山
本
村
長
の
式
辞
、

来
賓
の
方
々
か
ら
の
祝
辞
を
頂
い
た

後
、
新
成
人
を
代
表
し
て
上
原
宏
美

さ
ん
（
上
山
）
と
桑
原
清
彦
さ
ん
（
重

地
）
が
「
身
近
に
迫
っ
て
い
る
21
世

紀
を
背
負
っ
て
行
く
の
は
私
達
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
失
敗
に
も

負
け
ず
、
明
る
く
力
強
く
突
き
進
ん

で
い
き
ま
す
。
2
0
歳
に
な
っ
て
誰
よ

り
も
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

が
両
親
で
す
。
私
達
が
無
事
成
人
式

を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
両
親▲謝辞を述べる上原さんと桑原さん

と
家
族
の
お
か
げ
で
す
。
こ
れ
ま
で

ご
迷
惑
を
か
け
お
世
話
に
な
っ
た
分
、

こ
れ
か
ら
は
両
親
、
家
族
の
期
待
に
一

そ
え
る
よ
う
［
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。
」

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
、
在
校
当
時
の
担

任
の
浅
井
・
市
村
先
生
を
交
え
、
ク

ラ
ス
別
写
真
を
撮
っ
た
り
、
懐
か
し

い
先
生
方
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
を

見
た
り
し
な
が
ら
、
思
い
出
話
に
花

を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

〉
先
生
と
　
緒
に
パ
チ
リ

〈
会
場
に
は
父
母
の
顔
も
見
え
ま
し
た

▲成人を祝って乾杯！

▲全員で記念撮影
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一
≡

肉つくO祭～

▲警女唄を歌う竹下さん

4
月
3
0
日
⑪
、
「
第
9
回
つ
く
し
祭
」
が
行
な
わ
れ
、
ユ
ー
モ

ー
ル
2
階
大
ホ
ー
ル
は
開
場
か
ら
大
勢
の
観
客
で
埋
ま
り
ま

し
た
。

　
祭
は
三
部
で
構
成
さ
れ
、
第
一
・
三
部
は
中
里
芸
能
協
会

の
各
団
体
の
皆
さ
ん
に
よ
る
唄
や
踊
り
、
第
二
部
は
、
長
崎

県
出
身
で
警
女
唄
の
伝
承
者
と
し
て
各
地
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
竹
下
玲
子
さ
ん
を
迎
え
、
特
別
企
画
「
警
女
唄
の
世
界
」

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
三
部
の
始
ま
り
に
は
、
一
年
問
の
農
作
業
風
景

を
踊
り
に
し
た
「
豊
年
ま
つ
り
」
が
中
里
芸
能
協
会
の
皆
さ

ん
に
よ
り
、
コ
ミ
カ
ル
に
演
じ
ら
れ
、
開
場
は
爆
笑
の
渦
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。▲餅やアメもまかれました

▲清津峡太鼓で幕開け

》
秋
の
脱
穀
作
業

く
田
植
え
の
始
ま
り

　　　　　　欝講
〉
案
山
子
も
登
場

灘
難噛

ー
一・灘

▲艶やかな舞

》
恒
例
の
パ
ー
モ
ニ
カ
演
奏

翻
翻
羅
蟹
饗

懸

轍
灘
欝
麹
薙
ふ
浦
爵
無

》
リ
ボ
ン
を
使
っ
て
「
滝
の
白
糸
」

》
豊
年
満
作
、
餅
つ
き
完
了

蟄

蟹
謹

櫓
夏

▲かわいい旅姿3人男（6人女かな？）

平成／2年5月10日広報なかさと3



繕

　
羅
灘
嚢
轟
．

雛

驚
繋
ヂ
難
謙

　
4
月
桝
日
働
、
中
里
村
総
合
セ
ン
タ
ー
で
平
成
η
年
度
村
政
功
労
表
彰
が

行
な
わ
れ
、
5
名
の
方
に
山
本
村
長
か
ら
表
彰
状
と
金
｝
封
が
、
ま
た
、
2

名
の
露
に
感
謝
状
と
金
一
封
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
受
鍵
者
を
代
表
し
、
樋
ロ
正
次
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
陰
に
な
り
皆
様
方

の
カ
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、

長
年
に
わ
た
鱗
消
防
防
災
、
産
業
開
発
、
健
康
、
教
育
な
ど
の
活
動
を
通
し

て
、
村
政
の
進
展
、
文
化
の
向
上
に
貢
献
し
、
多
大
な
功
績
が
あ
っ
た
と
し

て
ぼ
う
賞
審
査
会
に
か
け
決
定
さ
れ
、
今
回
の
受
蜜
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
事
業
役
員
を
2
6
年
、
昭
和
5
9
年
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
中
里
村
農
業
委
員
と
し
て
12
年
（
内

☆
樋
ロ
正
次
さ
ん
（
朴
木
沢
）

　
昭
和
2
7
年
4
月
か
ら
中
里
村
消
防

団
員
と
し
て
4
6
年
、
そ
の
内
、
昭
和

60
年
か
ら
1
3
年
、
中
里
村
消
防
団
長

と
し
て
県
消
防
大
会
出
場
、
山
菜
取

り
の
遭
難
者
捜
索
の
陣
頭
指
揮
な
ど

数
多
く
の
消
防
防
災
活
動
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

☆
鈴
木
重
雄
さ
ん
（
原
町
）

　
昭
和
4
8
年
か
ら
国
営
苗
場
山
麓
開

会
長
を
2
期
6
年
）
、
農
業
組
織
育
成

拡
大
に
努
め
る
な
か
で
中
里
村
の
野

菜
産
地
確
立
と
ソ
フ
ト
事
業
の
面
か

』
ら
専
業
農
業
経
営
の
基
盤
づ
く
り
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

☆
栞
原
國
弘
さ
ん
（
倉
俣
）

　
昭
和
2
5
年
か
ら
団
体
職
員
と
し
て

31

年
間
勤
務
し
、
倉
俣
・
中
里
村
農

協
合
併
に
尽
力
さ
れ
、
昭
和
56
年
退

職
後
、
農
協
役
員
や
中
里
村
社
会
福

祉
協
議
会
推
進
員
・
活
動
専
門
員
と

し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平

成
5
年
か
ら
は
十
日
町
地
域
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
i
役
員
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。

☆
高
橋
チ
ヱ
子
さ
ん
（
芋
川
）

　
昭
和
2
7
年
に
助
産
婦
業
を
自
宅
で

開
業
し
、
交
通
不
便
の
な
か
、
地
域

の
妊
婦
や
幼
児
の
た
め
昼
夜
を
問
わ

ず
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和

60

年
か
ら
は
村
の
在
宅
助
産
婦
と
し

て
、
新
生
児
・
妊
産
婦
訪
問
指
導
を

は
じ
め
、
各
種
保
健
事
業
に
従
事
し
、

幅
広
く
村
民
の
健
康
管
理
の
た
め
に

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成

2
年
か
ら
中
里
村
母
子
対
策
協
議
会

委
員
と
し
て
地
域
の
母
子
保
健
に
貢

献
さ
れ
て
い
ま
す
。

☆
鈴
木
國
康
さ
ん
（
角
間
）

　
昭
和
4
2
年
か
ら
4
年
間
、
村
議
会

議
員
と
し
て
辺
地
地
域
の
福
祉
・
農

業
の
発
展
に
尽
力
、
昭
和
4
3
年
か
ら

は
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

と
し
て
6
年
間
出
張
診
療
を
行
な
う

な
ど
、
地
域
保
険
の
安
定
の
た
め
努

力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
4
8
年

か
ら
は
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
3

期
1
2
年
間
、
道
路
環
境
整
備
の
進
展

と
過
疎
化
が
進
展
す
る
な
か
、
住
民

に
影
響
の
無
い
よ
う
に
冬
期
分
校
廃

『
癒
　

止
等
を
委
員
内
で
充
分
協
議
す
る
な

ど
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

☆
太
嶋
平
八
さ
ん
（
白
羽
毛
）

　
平
成
元
年
か
ら
地
域
教
育
活
動
と

し
て
高
道
山
小
学
校
に
出
向
き
詩
吟

導
入
と
指
導
を
行
な
い
、
児
童
に
豊

か
な
表
現
力
や
心
の
ゆ
と
り
・
自
信

・
礼
節
を
身
に
付
け
さ
せ
る
と
と
も

に
、
地
域
と
学
校
の
結
び
つ
き
を
深

め
る
な
ど
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲受賞された皆さん　前列右から鈴木重雄さん、樋ロ正次さん、山本村長、

　高橋チヱ子さん、…栞原國弘さん、後列右から鈴木國康さん、佐藤さん（代

　理）、円内は太嶋平八さんと佐藤ハナさん

☆
佐
藤
ハ
ナ
さ
ん
（
山
崎
）

　
昭
和
4
6
年
か
ら
民
生
委
員
を
9
年
、

昭
和
5
5
年
か
ら
は
社
会
教
育
委
員
を

8
年
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
4
5
年

に
郷
土
民
謡
保
存
会
「
清
津
峡
さ
ざ

波
会
」
を
設
立
、
翌
4
6
年
に
自
宅
に

佐
藤
民
謡
教
室
を
開
設
し
、
民
謡
の

振
興
に
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
3
年
に
は
中
里
芸
能
協
会
設
立

発
起
人
と
し
て
設
立
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。
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簿
澤
峡
渓
谷
ト
ン
ネ
ル

　
　
　
　
　
　
　
入
坑
者
5
0
万
人
達
成
撚
欝

　
4
月
2
4
日
㈲
、
清
津
峡
渓
谷
ト
ン

ネ
ル
の
入
坑
者
が
、
平
成
8
年
1
0
月

1
日
の
開
業
か
ら
ー
、
0
1
1
日
目

で
50
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
5
0
万
人
目
と
な
っ
た

の
は
、
東
京
都
江
戸
川

区
の
人
見
い
ち
子
さ
ん

で
、
友
達
と
3
人
で
湯

沢
町
に
2
泊
3
日
で
泊

ま
り
に
来
て
、
初
め
て

清
津
峡
を
訪
れ
今
回
の

幸
運
を
射
止
め
ま
し
た
。

人
見
さ
ん
は
「
自
分
が

50

万
人
目
と
聞
い
て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま

し
た
。
清
津
峡
は
秋
が
き
れ
い
だ
と

聞
い
て
い
る
の
で
、
季
節
を
か
え
て

ま
た
来
た
い
で
す
ね
。
」
と
喜
び
を
語

　
5
月
3
日
㈱
、
七
ツ
釜
フ
イ
ッ
シ

ン
グ
パ
ー
ク
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
小
雨
模
様
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
朝
か
ら
、
オ
ー
プ
ン
を
待
ち

わ
び
た
多
く
の
太
公
望
や
家
族
連
れ

の
車
で
駐
車
場
は
ぎ
っ
し
り
埋
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
日
は
山

菜
汁
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
、
用
意
さ

れ
た
1
5
0
食
分
が
午
前
中
で
無
く

な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
賑
わ
い
で
し

た
。　

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
パ
ー
ク
の
周
り
に

〈
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た

▲中央が人見さん

は
、
ま
だ
残
雪
が
あ
吟
肌
寒
い
陽
気

で
し
た
が
、
訪
れ
た
人
達
は
、
無
心

に
釣
り
糸
を
た
れ
て
い
ま
し
た
。

っ
て
い
ま
し
た
。
な
お
、
前
後
賞
は

東
京
都
江
戸
川
区
の
東
絹
子
さ
ん
と

埼
玉
県
吹
上
町
の
浅
見
省
さ
ん
に
な

り
、
3
人
に
は
上
原
収
入
役
か
ら
花

束
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
5
0
万
人
達
成
日
予
想
ク
イ
ズ
は
、

中
蒲
原
郡
亀
田
町
の
山
田
博
吉
さ
ん

が
当
選
し
ま
し
た
。

　
清
津
峡
渓
谷
ト
ン
ネ
ル
は
、
一
日

平
均
5
0
0
人
の
入
坑
者
が
あ
り
、

昨
年
は
1
3
万
人
も
の
観
光
客
が
訪
れ

て
い
ま
す
。

．
騨
ー
ル
を
日
繕
．
懸

拶
て
出
発
　
　
・
毒
露

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羅

　
4
月
2
9
日
（
み
ど
り
の
日
）
、
「
第

13

回
信
濃
川
河
岸
段
丘
ウ
ォ
ー
ク
」

が
行
な
わ
れ
、
4
2
・
1
9
5
㎞
コ

ー
ス
に
親
子
連
れ
、
友
達
同
士
な
ど

54
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
出
発
式
で
参
加
者
を
代
表
し
て
田

沢
の
村
山
武
士
さ
ん
が
「
私
た
ち
は

電
気
と
自
然
の
ふ
る
さ
と
の
景
観
を

楽
し
み
な
が
ら
、
交
通
ル
ー
ル
を
守

▲左右を確認して発進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
雛

　
　
灘
囲
畷
團
麗
懸
懸

　
子
ど
も
た
ち
に
正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方
や
交
通
ル
ー
ル

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
4
月
2
0
日
㈲
に
倉
俣
小
学
校
で
、

ま
た
、
2
7
日
㈲
に
貝
野
小
学
校
で
自
転
車
安
全
教
室
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
田
沢
駐
在
所
の
若
林
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、

安
全
な
発
信
・
停
止
の
仕
方
、
右
折
・
左
折
の
仕
方
、
一
時

停
止
の
仕
方
な
ど
を
設
定
さ
れ
た
コ
ー
ス
を
回
り
な
が
ら
一

生
懸
命
に
練
習
し
て
い
ま
し
た
。

▲小千谷を目指して出発

り
、
沿
線
住
民
に
迷
惑
を
か
け
ず
ゴ

ー
ル
を
目
指
し
て
歩
き
と
お
す
こ
と

を
誓
い
ま
す
。
」
と
力
強
く
宣
誓
を
行

な
い
ま
し
た
。

　
出
発
時
間
に
は
青
空
も
の
ぞ
き
始

め
、
参
加
者
は
ゴ
ー
ル
地
点
の
小
千

谷
市
総
合
産
業
会
館
サ
ン
プ
ラ
ザ
を

目
指
し
、
村
民
体
育
館
を
元
気
に
ス

タ
ー
ト
し
て
行
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齢
　
辮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聯
　
　
　
、
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
抵
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　　羅
　驚
　雛簸

　
道

　
酵

馨
鹸

平成12年5月10日広報なかさと5



．
叢
桜
の
丘
に
蒸

蜜
短
歌
朗
詠
毒
叢

　
4
月
2
9
日
（
み
ど
り
の
日
）
、
黄
桜

の
丘
で
「
第
1
4
回
黄
桜
の
丘
桜
ま
つ

り
」
が
行
な
わ
れ
、
短
歌
入
賞
者
に

山
本
村
長
、
樋
口
観
光
協
会
長
か
ら

記
念
の
盾
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
入
賞
者
を
代
表
し
、
村
長
賞
に
輝

い
た
杉
谷
ミ
サ
さ
ん
が
「
入
賞
の
歌

は
、
あ
と
何
年
こ
こ
に
来
ら
れ
る
か

な
あ
と
、
，
思
い
な
が
ら
年
々
老
い
て

行
く
自
分
と
黄
桜
へ
の
こ
だ
わ
り
を

詠
み
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
先
生
と

友
人
に
恵
ま
れ
、
細
々
と
た
ど
た
ど

し
い
歩
み
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
ず

つ
と
歌
を
詠
み
続
け
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

ま
た
、
選
者
の
小
海
ヨ
ネ
子
先
生
が

今
回
募
集
し
た
ジ
ュ
ニ
ア
の
作
品
に

つ
い
て
「
ど
の
作
品
も
子
ど
も
ら
し

い
発
想
、
感
性
に
あ
ふ
れ
て
い
て
、

と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
こ
の
子
ど

も
ら
し
さ
を
こ
れ
か
ら
も
大
事
に
し

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
」
と

感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　
応
募
総
数
2
9
0
首
（
一
般
の
部

に
72
人
か
ら
2
0
7
首
、
ジ
ュ
ニ
ア

の
部
に
6
6
人
か
ら
83
首
）
の
中
か
ら
、

見
事
入
賞
し
た
作
品
は
貝
野
吟
詠
会

の
皆
さ
ん
の
朗
詠
に
よ
り
披
露
さ
れ
、

黄
桜
の
丘
に
響
い
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
【
選
者
】
柳
照
雄
先
生
・
小
海
ヨ
ネ
子
先
生

◆
一
般
の
部

糞
縄
難
叢
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
里
村
杉
谷
ミ
サ

　
黄
桜
の
ま
つ
り
と
共
に
老
い
に
け
り
さ
く
ら
の
姿
詠
み
継
ぎ
な
が
ら

灘
観
鑑
脇
饗
曝
叢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
南
町
　
島
田
羊
子

胸
張
り
て
黄
桜
の
も
と
に
受
賞
せ
蔑
君
今
年
よ
り
花
に
逢
ひ
得
す

灘
犠
．
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
市
高
橋
み
ゆ
き

年
々
に
桜
ま
つ
り
の
歌
を
詠
む
詠
み
尽
く
す
な
き
黄
桜
の
花

▲入賞作品の朗詠、円内は村長賞受賞の喜びを語る杉谷さん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
南
町
鈴
木
綾
子

　
そ
　
ば
　
え

　
日
照
雨
は
れ
緑
潤
ふ
鷹
の
巣
の
尾
根
に
懸
が
り
て
虹
の
立
つ
見
ゆ

嚢
糞
　
　
．
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
南
町
　
滝
沢
紀
美

疲
れ
い
る
吾
が
眼
に
や
さ
蔑
黄
桜
の
淡
色
の
花
陽
に
か
げ
り
つ
ワ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
南
町
島
田
手
鶴
子

　
父
と
来
て
バ
ケ
ッ
に
鰻
満
た
蔑
だ
る
川
遥
か
な
り
と
古
老
の
嘆
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
市
　
保
坂
　
　
巌

鷹
の
巣
の
此
の
断
崖
に
挑
み
左
る
義
兵
衛
の
遺
徳
今
に
偲
ば
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
里
村
　
小
林
春
美

黄
桜
と
出
逢
ひ
て
過
ぎ
ぬ
三
十
年
幹
亭
々
と
天
に
伸
び
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
市
樋
熊
キ
ヨ
イ

幾
十
里
流
れ
来
り
て
大
川
は
今
日
黄
桜
の
花
房
乗
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
里
村
滝
沢
ー
ノ
ブ

　
は
る
け
き
日
黄
桜
植
ゑ
し
人
あ
り
て
花
満
つ
る
丘
此
処
に
育
ち
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
市
外
山
ぼ
進

大
川
の
水
面
に
映
る
春
の
陽
は
瀬
・
．
」
と
瀬
・
、
」
と
に
乱
反
射
す
る

◆
ジ
三
一
ア
の
部

認
．
舞
褻

費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
里
中
学
校
井
ノ
川
良
美

始
ま
り
は
小
さ
な
聖
す
く
集
ま
っ
て
ど
こ
ま
で
つ
づ
く
信
濃
の
流
れ

癬
観
発
協
嚢
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
里
中
学
校
　
杉
谷
仁
大

黄
桜
の
花
は
本
当
に
黄
色
か
な
行
っ
て
み
よ
う
友
と
連
れ
立
ち

糞
戴
　
　
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
里
中
学
校
廣
田
聡
史

幼
い
日
母
と
眺
め
た
信
濃
川
今
も
か
わ
ら
す
流
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
里
中
学
校
樋
ロ
弘
美

あ
た
た
か
い
春
の
日
ぎ
蔵
と
黄
桜
が
心
に
蔑
み
る
旅
立
ち
の
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
里
中
学
校
南
雲
由
加
里

黄
桜
の
丘
を
見
な
が
ら
歩
く
人
立
ち
止
ま
っ
て
は
笑
顔
こ
ぽ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
里
中
学
校
井
ロ
久
美
子

黄
桜
の
黄
色
℃
っ
ぽ
み
見
て
い
る
と
心
が
な
・
．
」
む
き
れ
い
な
つ
ぽ
み
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4
月
2
5
日
㈹
、
東
田
沢
と
新
里
間

を
結
ぶ
中
魚
沼
地
区
広
域
農
道
中
里

区
間
の
開
通
式
が
4
号
線
上
山
七
川

左
岸
で
行
な
わ
れ
、
関
係
者
に
よ
る

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
・
久
寿
玉
開
披
で
全

線
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

　
こ
の
広
域
農
道
は
、
河
岸
段
丘
台

地
清
津
川
右
岸
か
ら
倉
俣
台
地
を
結

ぶ
生
産
と
流
通
の
広
域
化
を
形
成
す

る
農
業
用
道
路
と
し
て
、
ま
た
、
村

の
中
心
地
を
結
ぶ
第
二
の
幹
線
道
路

と
し
て
地
域
の
期
待
を
担
い
昭
和
58

年
に
着
手
し
、
部
分
開
通
し
な
が
ら

18

年
間
に
及
ぶ
大
工
事
と
な
り
ま
し

▲愛称名は「清津高原線」

た
。
総
事
業
費
は
53
億
7
千
万
円
、

延
長
9
、
0
6
6
m
、
全
幅
乳
ゆ
m
（
車

～　　し

》
今
年
7
月
完
成
予
定
の
桔
梗
原
う
る
お
い
公
園

、

．弗

道
幅
員
聞
m
）
、
で
、
途
中
に

4
箇
所
の
橋
（
倉
俣
大
橋
、

大
原
橋
、
広
域
七
川
橋
、
桜

橋
）
と
桔
梗
原
う
る
お
い
公

園
（
1
2
年
度
完
成
予
定
）
が

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
開
通
式
で
山
本
村

長
か
ら
中
里
区
間
の
愛
称
名

が
「
清
津
高
原
線
」
に
決
定

し
た
と
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
愛
称
名
募
集
に
は

36

点
の
応
募
が
あ
り
、
愛
称

選
定
委
員
会
で
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

こ
ん
な
季
節
料
理
は
い
か
が
で
す
か

　
今
の
時
期
、
こ
ん

な
季
節
料
理
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？

　
と
い
う
こ
と
で
、

今
回
は
「
ト
マ
ト
鮫

子
」
の
作
り
方
を
紹

介
し
ま
す
。

◆
作
り
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馨

①
ト
マ
ト
は
湯
む
き
し
て
種
を
と
り
4
㎝
角
に
切
り
、

　
玉
ね
ぎ
は
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

②
ム
ロ
い
び
き
肉
に
、
み
じ
ん
切
り
に
し
た
玉
ね
ぎ
と

　
お
ろ
し
た
ニ
ン
ニ
ク
、
塩
（
小
さ
じ
ー
／
3
）
、
酒

　
（
小
さ
じ
ー
）
、
コ
シ
ョ
ウ
（
少
々
）
を
入
れ
て
よ

　
く
練
り
混
ぜ
、
粘
り
が
で
て
き
た
ら
最
後
に
ト
マ

　
ト
を
入
れ
て
混
ぜ
る
。

③
鮫
子
の
皮
に
混
ぜ
ム
ロ
わ
せ
た
具
を
の
せ
、
ま
わ
り

　
に
水
を
つ
け
て
包
む
。

④
た
っ
ぷ
り
の
お
湯
を
沸
か
し
、
鮫
子
を
ゆ
で
る
。

　
浮
き
上
が
っ
て
き
た
ら
出
来
あ
が
り
。

★
富
井
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

・
包
む
と
き
は
、
合
わ
せ
目
を
し
っ
か
り
閉
じ
￥
中

　
の
具
が
出
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
「
ト
マ
ト
鮫
子
」
に
つ
い
て
一
言

　
ト
マ
ト
の
色
が
透
け
て
見
え
、
き
れ
い
な
さ
っ
ぱ

り
味
の
鮫
子
で
す
。
ゆ
で
た
て
に
、
し
ょ
う
油
、
ラ

ー
油
を
つ
け
て
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ご
飯
の
お

こ
ぶ
し
会

　
富
井
文
子
さ
ん
（
田
中
）

か
ず
、
お
酒
の
お
つ
ま
み
に
最
高
で

す
。　

ま
た
．
家
で
取
れ
る
キ
ュ
ウ
リ
や

他
の
野
菜
で
も
大
丈
夫
で
す
の
で
お

試
し
く
だ
さ
い
。

◆
「
ト
マ
ト
鮫
子
」
の
材
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
人
分
）

・
ム
ロ
い
び
き
肉
－
－
…
…
－
／
5
0
g

・
ト
　
マ
　
ト
…
…
…
…
…
…
／
個

　
　
　
　
（
／
5
0
5
／
7
0
9
）

・
玉
ね
ぎ
…
…
…
…
…
／
／
4
個

・
ニ
ン
ニ
ク
…
…
…
…
…
・
・
小
1
個

・
鮫
子
の
皮
…
…
…
…
…
…
・
・
2
0
枚

・
　
塩
　
…
…
…
小
さ
じ
ー
／
3
杯

・
　
酒
　
…
…
…
…
…
小
さ
じ
／
杯

・
コ
シ
ョ
ウ
・
…
…
…
…
…
－
・
・
少
々

〉
ト
マ
ト
の
色
が
透
け
て
見
え
、
き
れ
い

　
で
と
て
も
美
味
し
い
で
す

平成12年4月の入札結果
工　　　事　　　名 場　　駈 工事費 講　負　業　者

中央地区配水管七川橋添架工事 上　　山 10，395，000円 株式会社　鈴木土建
特定環境保全公共下水道汚水管渠新設工事（01工区） 上　　山 1，890，000円 南雲産業　南雲久作
中央地区配水管布設工事（1工区） 上　　　山 997，500円 有限会社　倉俣住宅設備
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今
回
は
「
大
地
の
芸
術
祭
」
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
皆
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。
先
般
、
地
域
外
で
大
地
の
芸
術
祭
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
「
こ
へ
び
隊
」
の
2
回
目
の
妻
有
訪
問
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
4
月
2
2
日

㈹
に
は
、
受
入
れ
委
員
会
や
イ
ベ
ン
ト
会
議
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
も

開
か
れ
、
い
よ
い
よ
大
地
の
芸
術
祭
に
向
け
て
積
極
的
な
取
り
組
み
が
方
々
で

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
7
月
2
0
日
ま
で
後
3
ヶ
月
弱
と
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
世
界
的
な
芸
術
家
の
作

品
は
、
必
ず
私
た
ち
に
感
動
を
与
え
る
で
し
ょ
う
。
親
戚
・
知
人
に
ぜ
ひ
紹
介

し
て
い
た
だ
き
、
こ
の
大
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

毒
器
難
継
爾
難
纏
講
幾
纏
糎
羅
縦
つ
曜
礁
蟻

灘
驚
駆
離
遮
り
石
沢
　
修
さ
ん

　
広
域
6
市
町
村
で
繰
り
広
げ
ら
れ

る
里
創
プ
ラ
ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
、
作
家
が
作
品
を
設
置
す
る
ま

で
の
様
々
な
過
程
で
お
手
伝
い
し
て

い
ま
す
。
津
南
町
で
は
「
マ
ウ
ン
テ

ン
パ
ー
ク
津
南
」
周
辺
に
作
品
が
設

置
さ
れ
ま
す
が
、
交
流
の
拠
点
と
し

て
、
ま
た
、
地
域
の
活
性
化
の
拠
点

と
し
て
、
訪
れ
た
皆
さ
ん
が
津
南
町

の
美
し
さ
や
素
晴
ら
し
さ
を
肌
で
感

じ
と
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
地
元
の

方
々
と
協
力
し
て
「
大
地
の
芸
術
祭
」

を
成
功
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
作
品
の
完
成
と
と
も
に
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
、
よ
り
具
体
的
な

形
で
関
わ
り
合
い
が
出
て
く
る
と
思

い
ま
す
が
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り

上
げ
る
た
め
に
、
地
域
の
子
ど
も
達

～
職
躍

騨『

や
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
自

ら
も
楽
し
み
な
が
ら
関
わ
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

舞
滋
簗
麟
灘
難
奮
羅
ぜ
で

　
翻
薦
購
叢
野
渡
貫
文
人
さ
ん

　
「
ヨ
イ
シ
ョ
・
ヨ
イ
シ
ョ
」
こ
ん

な
声
が
自
然
と
出
て
し
ま
う
作
業
一

日
目
で
し
た
。
自
分
た
ち
上
野
青
年

会
で
は
、
集
落
の
人
々
と
一
緒
に
な

っ
て
福
井
県
在
住
の
ア
ー
テ
イ
ス
ト

松
宮
喜
代
勝
さ
ん
と
ア
ー
ト
作
品
を

作
っ
て
い
ま
す
。
国
道
2
5
2
号
線

沿
い
に
除
伐
材
と
陶
器
を
使
っ
た
、

長
さ
3
0
0
m
の
と
て
も
大
き
な
ア

ー
ト
作
品
を
作
り
ま
す
。

　
そ
の
最
初
の
作
業
が
除
伐
材
を
集

め
る
こ
と
で
し
た
。
除
伐
材
は
最
終

的
に
は
2
千
本
近
く
集
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
と
て
も
大

変
で
地
味
な
仕
事
で
す
。
そ
の
後
、

土
地
を
掘
削
し
て
除
伐
材
を
並
べ
て

火
を
つ
け
ま
す
。
ま
だ
と
て
も
多
く

の
作
業
が
残
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

私
た
ち
に
は
作
業
を
手
伝
っ
て
く
れ

る
人
、
昼
食
を
作
っ
て
く
れ
る
人
、

ト
ラ
ッ
ク
や
重
機
・
機
械
を
貸
し
て

諺
錘
謎
講
鑑
載
豫
識
灘
鍵

松
建
幽
曖
湯
山
草
村
慶
子
さ
ん

　
小
・
中
・
高
校
生
・
大
人
と
世
代

を
超
え
て
活
動
し
て
い
る
美
術
同
好

会
で
す
。
何
か
お
手
伝
い
を
し
た
い

と
1
6
名
ほ
ど
で
説
明
会
に
出
席
し
ま

し
た
ら
、
作
家
岡
部
昌
生
さ
ん
の
「
岡

部
昌
生
フ
ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
・
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
・
松
之
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
2
0
0
0
」
「
風
の
サ
ブ
ロ
ウ
に
会

え
る
か
」
の
フ
ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
と
い

う
初
め
て
耳
に
す
る
こ
と
ば
、
そ
し

て
壮
大
な
拓
本
に
似
た
作
品
づ
く
り

の
様
子
を
ス
ラ
イ
ド
を
見
て
深
く
感

動
し
ま
し
た
。
「
こ
ん
な
芸
術
が
あ
る

ん
だ
i
。
」
「
小
さ
い
頃
か
ら
落
ち
葉

の
上
に
紙
を
置
き
、
鉛
筆
で
塗
り
つ

ぶ
し
て
葉
の
形
を
浮
き
出
さ
せ
た
り
、

筆
箱
の
す
み
に
入
っ
て
い
た
5
円
玉

難
　
霧

鷲

く
れ
る
人
、
飲
み
物
を
差
し
入
れ
て

く
れ
る
人
、
多
く
の
人
々
の
手
助
け

を
受
け
進
め
て
い
け
ば
、
こ
の
大
作

品
も
完
成
す
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
新
し
い
上
野
の
名
所
に
な
る
と
・

思
い
ま
す
。

翫
難
鱒

灘
撚
雛

講
欄
撃

を
教
科
書
の
は
じ
に
擦
り
出
し
た
り

し
た
な
i
。
」
こ
れ
な
ら
小
学
生
の
皆

さ
ん
も
気
軽
に
楽
し
み
な
が
ら
、
お

手
伝
い
が
出
来
る
と
嬉
し
く
な
り
ま

し
た
。

　
今
回
は
、
古
い
農
機
具
や
生
活
具
、

石
仏
（
風
神
、
地
域
で
は
風
の
三
郎

様
と
呼
ん
で
い
る
）
な
ど
を
フ
ロ
ッ

タ
ー
ジ
ュ
す
る
と
の
こ
と
、
楽
し
み

で
す
。

◆
問
合
せ
先

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
企
画

　
振
興
課
　
　
　
醤
留
1
2
6
3
7

【
書
　
　
名
　
・
　
著
者
名
な
ど
】

罪
深
い
姫
の
お
と
ぎ
話
　
松
本
侑
子

夜
の
果
て
の
街
　
　
　
　
　
朝
松
健

母
業
失
格
　
　
　
　
　
　
井
上
朝
子

天
の
瞳
　
少
年
編
2
　
灰
谷
健
次
郎

抱
擁

撃
つ
薔
薇

危
な
い
ハ
ネ
ム
ー
ン

空
想
歴
史
読
本

「
大
差
」
の
時
代

く
ず
か
ご
の
中
の
詩

図
説
川
と
魚
の
博
物
誌

木
の
実
ノ
ー
ト

プ
ン
ク
マ
イ
ン
チ
ャ

淳不
登
校

　
　
書

桐
生
典
子

大
沢
在
昌

赤
川
次
郎

円
道
祥
之

落
合
信
彦

星
野
佳
正

渡
辺
昌
和

　
　
　
　
　
　
　
　
い
わ
さ
ゆ
う
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
勇
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
師
守

　
　
　
　
自
分
へ
の
旅
立
ち

に
い
カ
た
巨
樹
・
名
木
1
0
0
選

忍
ぶ
恋

遺
骨

カ
エ
サ
ル
を
撃
て

小
説
渋
沢
栄
一

将
軍
と
木
乃
伊

さ
く
ら
日
和

陽
だ
ま
り
樹
　
1

新
潟
よ

　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
朝
日
新
聞
新
潟
支
局

買
っ
て
は
い
け
な
い
　
　
船
瀬
俊
介

た
れ
ご
よ
み
　
　
　
　
末
政
ひ
か
る

世
界
名
作
選
　
1
　
　
　
山
本
有
三

ビ
ー
ト
・
キ
ッ
ズ
　
　
　
　
風
野
潮

魔
法
の
贈
り
も
の
　
C
・
ア
ド
ラ
ー

お
め
で
と
う
　
　
　
　
　
船
崎
克
彦

あ
い
う
え
お
う
た
　
　
谷
川
俊
太
郎

　
　
伊
集
院
静

　
　
内
田
康
夫

　
　
佐
藤
賢
一

　
　
童
門
冬
二

　
　
永
井
義
男

さ
く
ら
も
も
こ

2
　
手
塚
治
虫

8



　
多
か
っ
た
雪
も
よ
う
や
く
消
え
、

農
家
緯
と
っ
て
は
忙
し
い
時
期
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
人
参
堀
か
ら

始
ま
る
斎
喜
さ
ん
の
一
年
闇
に
つ

い
て
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
私
の
1
2
ケ
月
の
農
作
業
暦
を
書
い

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
春
、
4
月
は
雪
割
人
参
の
出
荷
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
今
年
は
雪
が
多
く

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
除
雪
し
、
そ
の
後

投
雪
機
で
雪
を
飛
ば
し
、
消
雪
剤
を

ま
い
て
雪
を
消
し
ま
し
た
。
洗
っ
て

シ
ミ
や
腐
れ
が
な
い
と
ホ
ッ
と
し
ま

す
。　

5
月
は
ア
ス
パ
ラ
の
出
荷
で
す
。

朝
夕
2
回
の
採
集
。
早
朝
に
採
集
し
、

選
別
・
調
整
・
出
荷
で
す
。
夕
方
ま

た
採
集
し
、
夜
な
べ
仕
事
で
9
時
～

10

時
に
な
り
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
田
植

の
時
期
と
重
な
り
、
一
番
忙
し
く
つ

ら
い
時
期
で
す
。
ア
ス
パ
ラ
の
出
荷

は
7
月
中
旬
頃
ま
で
続
き
ま
す
。
ま

た
、
百
合
や
ス
ズ
ラ
ン
の
球
根
植
え

も
5
月
頃
で
す
。
5
月
～
6
月
は
夏

秋
ト
マ
ト
の
育
苗
も
あ
り
ま
す
。
田

植
え
や
球
根
植
え
が
終
わ
り
し
だ
い

ハ
ウ
ス
建
て
を
や
り
ま
す
。
6
月
中

旬
定
植
し
、
7
月
末
頃
か
ら
出
荷
が

始
ま
り
ま
す
。
ト
マ
ト
は
誘
引
、
芽

か
き
作
業
の
繰
り
返
し
と
わ
ら
敷
き
、

ハ
ウ
ス
の
ナ
イ
ロ
ン
か
け
等
の
仕
事

が
あ
り
ま
す
。

　
7
月
2
0
日
頃
、
雪
割
人
参
の
播
種
。

機
械
で
播
く
の
で
私
は
楽
で
す
が
、

間
引
き
は
足
が
疲
れ
ま
す
。
梅
雨
明

け
の
頃
な
の
で
、
乾
燥
が
続
く
と
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
等
の
散
水
が
必
要
に

難
懸

な
り
ま
す
が
、
今
は
各
畑
に
水
口
が

あ
る
の
で
大
助
か
り
で
す
。

　
百
合
の
花
摘
み
は
、
蕾
の
う
ち
は

仕
事
が
や
り
や
す
い
の
で
す
が
、
気

温
が
高
い
時
期
な
の
で
、
あ
っ
と
い

う
間
に
花
が
開
い
て
し
ま
い
、
手
間

が
倍
か
か
る
の
で
大
変
で
す
。

　
8
月
、
ト
マ
ト
の
出
荷
。
午
前
中

の
出
荷
と
な
る
の
で
、
午
後
は
草
取

り
、
あ
ぜ
草
刈
、
ヒ
エ
拾
い
等
の
仕

事
が
で
き
ま
す
。
8
月
～
1
0
月
ま
で

出
荷
が
あ
り
ま
す
。
台
風
の
時
期
な

の
で
ハ
ウ
ス
の
屋
根
が
ま
く
ら
れ
な

い
よ
う
、
常
に
台
風
情
報
を
気
に
し

て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
に

》
田
植
え
も
近
づ
き
苗
出
し
の
作
業

と
っ
て
は
、
気
の
休

ま
る
こ
と
が
な
く
、

精
神
的
に
一
番
い
や

な
月
で
す
。

　
9
月
2
0
日
頃
、
稲

刈
り
が
始
ま
り
ま
す
。

委
託
さ
れ
た
人
の
稲

刈
り
、
乾
燥
、
調
整

も
し
て
い
ま
す
。
カ

ン
ト
リ
ー
も
利
用
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
機
械
利
用
組
合

の
仕
事
は
、
男
性
が

稲
刈
り
、
女
性
は
カ

ン
ト
リ
ー
へ
運
搬
の

仕
事
で
す
。
1
0
月
1
0

日
頃
ま
で
か
か
り
ま

す
。

　
稲
刈
り
が
終
わ
る
と
球
根
掘
り
に

な
り
ま
す
。
1
0
月
～
1
1
月
、
ス
ズ
ラ

ン
を
掘
っ
て
花
芽
と
葉
芽
に
分
け
ま

す
。
2
年
芽
は
わ
り
と
仕
事
が
し
や

す
い
の
で
す
が
、
3
年
芽
は
手
間
が

か
か
り
ま
す
。
根
が
線
虫
に
お
か
さ

れ
た
り
し
て
い
る
と
品
質
が
下
が
り
、

単
価
も
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
百
合
の

球
根
は
掘
る
時
期
が
遅
い
方
が
良
い

と
い
う
事
で
雪
の
降
る
の
を
心
配
し

な
が
ら
掘
り
、
選
別
し
て
出
荷
と
な

り
ま
す
。
手
伝
っ
て
く
れ
る
人
が
雪

を
心
配
し
て
頑
張
っ
て
く
れ
る
の
で

，
あ
り
が
た
い
で
す
。
百
合
は
一
週
間

に
一
回
位
の
割
合
で
消
毒
を
し
ま
す
。

　
1
2
月
～
3
月
は
農
協
の
加
工
所
で

餅
加
工
、
味
噌
加
工
の
仕
事
を
手
伝

っ
て
い
ま
す
。
今
年
で
ふ
た
冬
目
に

な
り
ま
す
。
実
家
が
糀
屋
だ
っ
た
の

で
、
糀
室
の
中
の
様
子
、
炭
を
入
れ

て
温
度
を
と
っ
て
酸
欠
状
態
に
な
っ

た
こ
と
、
米
と
ぎ
、
マ
キ
か
ら
重
油

の
バ
ー
ナ
ー
で
の
米
ふ
か
し
、
む
し

ろ
に
ふ
か
し
米
を
あ
け
て
糀
菌
を
混

ぜ
る
こ
と
や
、
糀
箱
を
室
か
ら
取
る

仕
事
、
そ
し
て
、
毎
年
作
り
替
え
る

糀
室
の
泥
ね
り
や
糀
が
甘
く
な
る
よ

う
に
室
の
入
口
に
オ
ッ
パ
イ
を
作
っ

た
こ
と
、
そ
ん
な
昔
の
懐
か
し
い
時

を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
時
期
で
す
。

　
そ
し
て
、
ま
た
4
月
が
始
ま
り
ま

．
す
。
何
年
も
こ
の
パ
タ
ー
ン
の
繰
り

返
し
で
す
。

6
月
楼
垂
砂
災
害

　
　
　
防
垂
潮
閻
響
す
／

　
が
け
崩
れ
や
地
す
べ
り
等
の
土
砂

災
害
は
、
一
瞬
の
う
ち
に
尊
い
命
や

貴
重
な
財
産
を
奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

●
雨
が
長
く
降
り
続
く
と
き
や
大
雨

　
の
と
き

●
川
の
水
、
井
戸
の
水
、
湧
き
水
の

　
量
が
変
化
し
た
り
濁
り
だ
し
た
り

　
し
た
と
き

●
土
地
に
亀
裂
が
生
じ
た
と
き

　
な
ど
は
非
常
に
危
険
で
す
。
「
危
な

い
な
」
と
思
っ
た
ら
、
ま
ず
避
難
し

ま
し
ょ
う
。

　
日
頃
か
ら
家
の
近
く
の
山
、
が
け
、

川
な
ど
を
よ
く
点
検
し
、
い
つ
も
と

違
う
点
、
お
か
し
な
点
を
見
つ
け
た

ら
、
す
ぐ
に
役
場
建
設
課
（
盈
6
3
－

3
1
1
1
）
ま
た
は
、
十
日
町
土
木

事
務
所
治
水
課
（
盈
57
1
5
3
9
9
）

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
黛

　
　
　
！

平成12年5月10日広報なかさと9



雪
国
お
凝
金
糖

　
　
　
　
　
誰
禦
婁
齢
開
催

◆
目
時

　
5
月
2
8
日
旧

　
午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
3
時

◆
会
場

　
N
A
S
P
A
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
湯
沢
町
）

◆
応
募
資
格

・
年
齢
2
0
歳
以
上
4
5
歳
以
下
の
男
女

・
男
性
は
2
市
3
郡
（
3
魚
沼
地
区
）

　
に
居
住
又
は
就
職
し
て
い
る
者
。

　
女
性
は
国
内
に
居
住
又
は
就
職
し

　
て
い
る
者
で
未
婚
も
し
く
は
離
婚

　
の
成
立
し
て
い
る
者
。

◆
募
集
人
員
　
1
6
0
名

◆
参
加
費

・
男
性
　
7
、
0
0
0
円

・
女
性
　
3
、
O
O
O
円

◆
申
込
締
切
　
5
月
2
0
日
ω

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
雪
国
魚
沼
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
事

　
務
局
　
新
潟
県
南
魚
沼
郡
塩
沢
町

　
大
字
塩
沢
1
1
1
2
1
32
　
塩
沢

　
町
商
工
会
館
内

　
盈
0
2
5
7
1
8
2
1
1
6
5
3

隙
0
』
5
7
1
8
2
i
4
0
4
4

十
日
班
嚢
梁
翔
0
0
周

年
記
念
防
災
講
演
会

◆
目
時

　
5
月
2
3
日
ω
り

　
午
後
6
時
3
0
分
～
8
時

◆
場
所

　
十
日
町
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
（
ク
ロ
ス
ー
0
）
2
階
中
ホ
ー
ル

◆
演
題

　
「
都
市
大
火
と
防
災
ま
ち
づ
く
り
」

◆
講
師

　
東
京
大
学
工
学
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囹国回凹

◆このたび、ミオンなかさとでは、施設内の指

定場斯以外はすべて禁煙とさせていただきま

した。皆様のご協力をお願いいたします。

喫煙コーナーは、休憩室の一画にご用意して

います。

◆多くの皆様からのご希望にお応えしまして、

休憩室に畳を敷設いたしました。ぜひご利用

ください。

　掩簗瀟家蕎盈1垂義霧．・

小林駿太くん（1歳）⑯
誠・由美子さん夫妻の長男（干溝）

生後／0ヶ月頃から歩き始めた駿太

くん。速足で、いつも元気に外を歩

き回って遊んでいます。じっとして

いることが嫌いで、ふと気が付くと

家の急な階段を一人で登ったりして

いるので目が離せません。また、車

が大好きで、運転席でパンドルを持

って運転するまねをしています。

お父さんは「早＜一緒にキャッチ

ボールがしたい。」と、また、お母さ

んは「健康で明る＜、やさしい子に
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1　㈱⑳繭響　餐
15月16日（火）・23日㈹・30日㈹l

l倉俣診療所は午後休診になりま凱1

臥巾㈱㈱伽⑳伽巾⑳⑳⑳伽巾伽巾⑳⑫巾伽伽爾譜

　十日町病院経由新設1
　　　　　　4月17日運行開始11
越後交通では、4月17日から津南～中里村触十日町線、十日

町病院経由バスの運行を開始しました。

津南二中里二十日町病院

津南発
中里村

役場前
十日町
病　院

十日町
車庫着

十日町
車庫発

十日町
病　院

中里村

役場前
津南着

7：05 7：17 7：38 7：48

※
1
2 ：55 13：05 13：28 13：41

※
8：30 8：42 9：02 9：13

※津南発8：30分一十日町行きと十日町車庫発還2＝55分一津南行

きは、日曜祝日・第2、4土曜日及び8月鱗日～16日・雀月

29日～1月3日の闘は運休となりますのでご注意ください。

◆料　金中里⇒十日町病院聞大人300円

◆閾合せ先

÷繋日町営業所　 饗57一露103
犬割野箪庫盈窃蕊一＄蕊07

10
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交通事故の情報
蓬灘隣載簿講月一礁漏謙累講鎌

●交通事故件数

●死 者

13件

●傷 者

O人

●死亡事故ゼロ

18人

288日

◆就職される皆さんへ

春は異動の季節です。国民年金は、就職・退職・結婚などによって職業や生

活パターンに変化があったときに種別変更の届出が必要です。

この春、大学・専門学校等を卒業し就職される皆さんや、今まで自営業で新

たに会社等に就職される方は、国民年金の種別変更の届出が必要です。

就職すると厚生年金や共済組合に加入しますが、引き続き国民年金にも第二

号被保険者として加入していくことになります。

また、就職される方に扶養される配偶者がいる場合は、配偶者の国民年金の種

別も第一号被保険者から第三号被保険者へ変わりますので、配偶者の種別変更

の手続きも忘れずに行なってください。

◆保険料は便利なロ座振替で
国民年金加入の皆さんが納める保険料は、年金給付の財源として大切に使わ

れています。

また、保険料を納付した期間は、将来年金を受けるときに老齢基礎年金の額

に直接反映される重要な期間です。自分の将来のためにも国民年金の保険料は

必ず納めましょう！

保険料の納付にはロ座振替が便利で確実です。口座振替は、一度手続きをす

るだけで納付期限を気にすることもなく自動的に保険料納付ができますので、

毎月保険料を納めに行く手問がなくなり、ついうっかりの納め忘れもなくなり

ます。保険料の納付には、ぜひ口座振替をご利用ください。

口座振替の手続きは、市町村指定金融機関窓口で！

◆国民年金には保険料の免除制度があります

国民年金に加入している皆さんは、市町村役場から送られてくる納付書によ

って保険料を納めます。ところが、世帯の収入が少なくなり、経済的な理由で

保険料の納付が困難なときがあります。国民年金には、申請することにより保

険料の納付が免除される「申請免除」の制度があります．

しかし、将来、老齢基礎年金を受けるとき、免除を受けた期問の年金額は三

分の一になります。ただし、十年以内であれば遡って納めることができ、年金

の減額はなくなります。ゆとりができたときは、早めに保険料を納めるように

しましょう。

◆詳しくは市町村役場の国民年金係へおたずねください。

11 広報：なかさと　　平成／2年5月／0日



地域農…髭いきい者写莫コノテンり」・

新潟県では、ほ場整備等を契機として、地域農業の将来のあ

り方を地域の人たち自らの話し合いで築こうとする「地域農業

システムの確立」を推進しています。これに関係する多様な担

い手の育成や、地域農業が生き生きとした状況を表している写

真を募集します。

応募資格

どなたでも応募できます。

応募作品

①応募点数に制限はありません。

②応募者本人が新潟県内で撮影した未発表作品。

③単写真または5枚以内の組写真。サイズは2L版。

④タイトル、住所、氏名、撮影場所、撮影日時及びコメントを

記入した応募票をそれぞれの裏面に貼付する。なお、応募作

品は返却しません。

⑤入選作品は主催者の広報活動に使用するため、使用承諾書及

び原版を後日提出していただきます。

応募方法

11月30日㈱（当日消印有効）までに次へ送付してください。

〒950－8570　新潟市新光町4番地1　県庁農地整備課内

「地域農業いきいき写真コンテスト」係

表　彰
知事賞1点（賞状、副賞5万円のギフト券）、部門賞4点（賞

状、副賞1万円のギフト券）、入選10点程度（賞状、副賞3千円

のギフト券）

1問合せ先
　「地域農業いきいき写真コンテスト」実行委員会事務局

新潟県農地部農地整備課整備係

〒950－8570　新潟市新光町4番地1

盈025－285－5511（内線3135）
BO25－280－5364　ダイヤルイン
または、中里村役場農林課農地整備係（担当　広田）

5／14 大坪医院騨右函讐1
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　5月15日～6月5日
　　　　　ぐカレンター

15（月）

16㈹ 遊びの教室　合総合センター
09：30～10：00受付

17㈱
補聴器相談（リオン）　合役場
013二45～14：00

18㈱

19囲
乳児健診　合保健センター
013二〇〇～13：30受付
心配ごと相談（村山篤稔）合ディサービス
セ：ンター　013二30～16：00

20（土）

ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ
ーノレ　　011：00～／1：40

ミュージック・プラネ　合ユーモール

019：30～

22（月） 補聴器相談（キコエ）　合役場
（⊃／5二30～16二〇〇

23（火） ポリオ生ワクチン　合保健センター
0／4二〇〇～／4二30受付

24㈱

25休）

胃がん検診・大腸がん検診　合保健センタ
ー　07二30～10二〇〇受付

日本脳炎　倉保健センター
014二〇〇～14二30受付

26囲

心配ごと相談（廣田和子）合ディサービス
センター　0／3二30～16：00
行政相談　合者人福祉センター
013：30～16二〇〇

なかさとトキメキ大学　合総合センター
019二30～

27（土）

ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモー
一辺レ　　0／1二〇〇～／1二40

29（月）

30㈹ ポリオ生ワクチン　合保健センター
044二〇〇～14二30受付

31㈱
墓本健康診査・胸部検診（／8歳～69歳）

合総合センター
09：00～10二30・13二〇〇～14二30受付

1休》
墓本健康診査・胸部検診（18歳～69歳）

合総合センター
09：00～／0二30・13二〇〇～14二30受付

2囲

基本健康診査・胸部検診（18歳～69歳）

合総合センター
09：00～10：30・窪3二〇〇～14二30受付

心配ごと相談（樋ロ虎治郎）　合ディサービ
スセンター　013、二30～葉6二〇〇

3（土）

ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ
ーノし　　（こ）11二〇〇～11二40

5（火》

　　　4月末現在（）は前月比

●人　ロ　　男3，277人（十7）

　　　女3，276人（十7）
　　　計6，553人（十44）
●世帯数　　　　1，709　（十6）
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